
第３学年
単
元
名

内　　　容
ペ
ー
ジ

時
数

学習指導要領
との関連 主 な 指 導 事 項

健康な生活につ
いて課題を見付
け，その解決に
向けて考え，そ
れを表現するこ
と。

Ⅰ
　
毎
日
の
生
活
と
け
ん
こ
う

※　学習への動機　　
付け　　　

3・4年G
⑴

単元の見通し

単元のまとめ

3・4年
G
　⑴
イ

2
　

１　けんこうな　　　
生活とわたし　

3・4年G
⑴ ア ア

心や体の調子がよいなどの健康の状態は，
主体の要因や周囲の環境の要因が関わって
いること。

4

２　けんこうによい　　
１日の生活のしかた

3・4年G
⑴ ア イ

毎日を健康に過ごすには，運動，食事，休
養及び睡眠の調和のとれた生活を続けるこ
とが必要であること。

6

３　 3・4年G
⑴ ア イ

毎日を健康に過ごすには，体の清潔を保つ
ことなどが必要であること。10

1

1

1

４　けんこうによい　　
生活かんきょう

3・4年G
⑴ ア ウ

毎日を健康に過ごすには，明るさの調節，
換気などの生活環境を整えることなどが必
要であること。

14

☆　わたしの　　　　
けんこうせん言

3・4年G
⑴ 19

1

4

第４学年
単
元
名

内　　　容
ペ
ー
ジ

時
数

学習指導要領
との関連 主 な 指 導 事 項

体がよりよく発
育・発達するた
めに，課題を見
付け，その解決
に向けて考え，
それを表現する
こと。

Ⅱ
　
体
の
発
育
・
発
達

※　学習への動機　　
付け　　　

3・4年G
⑵

単元の見通し

単元のまとめ

3・4年
G
　⑵
イ

20
　

１　変化していく体と
わたし

3・4年G
⑵ ア ア

体は，年齢に伴って変化すること。また，
体の発育・発達には，個人差があること。22

２　思春期の体の
　　変化

3・4年G
⑵ ア イ

体は，思春期になると次第に大人の体に近
づき，体つきが変わったり，初経，精通な
どが起こること。

25

３　思春期の心の
　　変化 

3・4年G
⑵ ア イ

体は，思春期になると次第に大人の体に近
づき，異性への関心が芽生えること。29

1

1

1

４　体のよりよい発育・
発達と生活のしかた

3・4年G
⑵ ア ウ

体をよりよく発育・発達させるには，適切
な運動，食事，休養及び睡眠が必要である
こと。

32

☆　わたしの　　　　
すくすくせん言

3・4年G
⑵ 

37

1

4

第５学年
単
元
名

内　　　容
ペ
ー
ジ

時
数

学習指導要領
との関連 主 な 指 導 事 項

心の健康につい
て，課題を見付
け，その解決に
向けて思考し判
断するとともに，
それらを表現す
ること。

Ⅰ
　
心
の
健
康

※　学習への動機　　
付け　　　

5・6年G
⑴

単元の見通し

単元のまとめ

5・6年
G
　⑴
イ

2
　

１　心の発達 5・6年G
⑴ ア ア

心は，いろいろな生活経験を通して，年齢
に伴って発達すること。4

２　心と体の関わり合い 5・6年G
⑴ ア イ

心と体には，密接な関係があること。8

３　不安やなやみ
　　への対処①

5・6年G
⑴ ア ウ

不安や悩みへの対処には，大人や友達に相
談する，仲間と遊ぶ，運動をするなどいろ
いろな方法があること。

12

1

1

1

４　不安やなやみ
　　への対処②

5・6年G
⑴ ア ウ

不安や悩みへの対処には，大人や友達に相
談する，仲間と遊ぶ，運動をするなどいろ
いろな方法があること。

16

☆　わたしの　　　　
スッキリせん言

5・6年G
⑴ 

19

1

4

第５学年
単
元
名

内　　　容
ペ
ー
ジ

時
数

学習指導要領
との関連 主 な 指 導 事 項

けがを防止する
ために，危険の
予測や回避の方
法を考え，それ
らを表現するこ
と。

Ⅱ
　
け
が
の
防
止

※　学習への動機　　
付け　　　

5・6年G
⑵

単元の見通し

単元のまとめ

5・6年
G
　⑵
イ

20
　

１　学校生活での
　　けがの防止

5・6年G
⑵ ア ア

学校生活の事故が原因となって起こるけが
の防止には，周囲の危険に気付くこと，的
確な判断の下に安全に行動すること，環境
を安全に整えることが必要であること。

22

２　交通事故の防止
5・6年G
⑵ ア ア

交通事故が原因となって起こるけがの防止
には，周囲の危険に気付くこと，的確な判
断の下に安全に行動すること，環境を安全
に整えることが必要であること。

26

３　地域での安全
5・6年G
⑵ ア ア

身の回りの生活の危険が原因となって起こ
るけがの防止には，周囲の危険に気付くこ
と，的確な判断の下に安全に行動すること，
環境を安全に整えることが必要であること。

32

1

1

1

４　けがの手当て 5・6年G
⑵ ア イ

けがなどの簡単な手当ては，速やかに行う
必要があること。38

☆　わたしの　　　　
安全せん言

5・6年G
⑵ 45

1

4

第６学年
単
元
名

内　　　容
ペ
ー
ジ

時
数

学習指導要領
との関連 主 な 指 導 事 項

病気を予防する
ために，課題を
見付け，その解
決に向けて思考
し判断するとと
もに，それらを
表現すること。

Ⅲ
　
病
気
の
予
防

※　学習への動機　　
付け　　　

5・6年G
⑶

単元の見通し

単元のまとめ

5・6年
G
　⑶
イ

46
　

１　病気の起こり方 5・6年G
⑶ ア ア

病気は，病原体，体の抵抗力，生活行動，
環境が関わりあって起こること。48

２　感染症とその予防
5・6年G
⑶ ア イ 

病原体が主な要因となって起こる病気の予
防には，病原体が体に入るのを防ぐことや
病原体に対する体の抵抗力を高めることが
必要であること。

52

３　生活のしかた
　　と病気①
　　―生活習慣病の予防―

5・6年G
⑶ ア ウ

生活習慣病など生活行動が主な要因となっ
て起こる病気の予防には，適切な運動，栄
養の偏りのない食事をとることなど，望ま
しい生活習慣を身に付ける必要があること。

57

1

1

1

４　生活のしかた
　　と病気②
　　―むし歯や歯周病の予防―

5・6年G
⑶ ア ウ

生活習慣病など生活行動が主な要因となっ
て起こる病気の予防には，口腔の衛生を保
つことなど，望ましい生活習慣を身に付け
る必要があること。

61

５　喫煙の害と健康 5・6年G
⑶ ア エ

喫煙の行為は，健康を損なう原因となるこ
と。65

６　飲酒の害と健康 5・6年G
⑶ ア エ

飲酒の行為は，健康を損なう原因となるこ
と。70

７　薬物乱用の　　　
害と健康

5・6年G
⑶ ア エ

薬物乱用の行為は，健康を損なう原因とな
ること。74

８　地域の保健活動　
―わたしたちの健康を守る―

5・6年G
⑶ ア オ

地域では，保健に関わる様々な活動が行わ
れていること。78

1

1

1

1

☆　わたしの　　　　
いきいき宣言

5・6年G
⑶ 

81
1

8

『新わたしたちの保健』の単元構成

けんこうと
体のせいけつ

16 17


